
１  平成２９年４月１日から同年９月３０日までの財政の状況  

（１）財政の動向  

平成２９年度の流山市一般会計歳入歳出予算総額は、５２９億１，０００万円 

であり、平成２８年度の５２７億７，５００万円に比べ、１億３，５００万円、約

０．３％の増額となっている。 

主な増額の要因としては、教育費、土木費において、事業費の減額があったも

のの、子育て世代の人口増加に伴い、子育て施策に関連する経費が増加することか

ら民生費で前年度比１５億３，７０１万６千円の増額となったことによるものであ

る。 

また、６月に行われた流山市議会第２回定例会において、おおたかの森小学校

の児童数増加に対応するため、予算審査特別委員会における指摘要望事項に沿い、

平成３３年４月に開校予定の新設小学校の基本計画の業務委託料１，０８０万円を

財政調整積立基金から繰入れたことから、歳入歳出それぞれ１，０８０万円を追加

したほか、前年度からの繰越額を含めると、９月末の予算現額は、５４１億６，１

０８万４千円となっている。 

なお、上期における予算現額を昨年の９月末現在のものと比較すると、歳入で

は、つくばエクスプレス沿線整備事業の推進により人口が増加し、納税義務者が増

加傾向にあることや新市街地地区を中心に新築家屋が増加していることから市税

が１０億４，５７６万４千円の増加となっている。一方で、自主財源である市税収

入の増加により地方交付税が６億３，５００万円減額したほか、市債は、おおたか

の森小・中学校建設事業債の減額などに伴い、昨年９月末現在と比べて１４億５，

０２０万円の減額となっている。 

また、歳出においては、子育て環境の充実を図るため、小規模保育事業所整備

補助事業や保育園運営委託事業などの保育関連経費や、児童手当支給事業に前年度

より増額の予算編成を行っていることから、予算現額では、民生費が１４億９，８

８１万９千円の増額となっている。一方で、教育費がおおたかの森小・中学校建設

事業の終了などにより１５億７３０万円減額したことや土木費が９億１，７０５万

１千円減額したことなどに伴い、昨年９月末現在と比べて４億２，１２０万３千円

の減額となっている。 

一般会計と特別会計の９月末現在の執行状況は（３）収入及び支出の概況のと

おりである。 

 

 


